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これからのレクリエーション研究について

江橋慎四郎*

ただ今御紹介に頂りました江橋でございます。今回

は，本当に遠路わざわざ鹿屋まで御越し下さいまして

厚く御礼申し上げます。

御覧のように，大学の施設・設備は完成途上でござ、

いまして，ょうやく三分のー程度までできたわけで，

工事も今が真盛りで，明年4月になるともう少し形が

整えられると思います。そういう意味からすれば，大

変準備不足のと乙ろを乙ういう全国的な学会大会とい

うものを開催させて頂いたわけでございますので，御

参会の皆さまには御迷惑な乙とと存じますが，私ども

関係者としては，大変名誉な乙とで、はないかと，思って

おります。

さて，演題は fこれからのレクリエーション研究に

ついてjという題ですけれども，乙れからのレクリエ

ーション研究というのは皆様方にやって頂くわけでご

ざいまして，むしろ，乙んな乙とも考えられるのでは

ないかという乙とで，時間の許す限りお話をさせて頂

きたいと思っております。

実は今，学会の先生方の間でレクリエーション研究

に関してのひとつのあるまとまった文献を出してい乙

うではないかという ζとで，いろいろと枠組を作って

下さっております。その委員会では次のような枠組み

を作っておられます。第1番目が「歴史と原論J.第

2番目が「意識と行動J. 3番目が「サービスJ. 4 

番目が「レクリエーション指導・方法J. 5番目に

「環境J.6番目 1;::r政策と施策jというような分類

項目と申しますか，ひとつの枠組みを作って下さって

いるわけです。乙れは，今までいろいろ研究発表が為

され，それに基いて乙ういった枠組みを考えてはどう

かという乙とでひとつの考え方として提案され，それ

に基いて乙れからいろいろとまとめられていく予定で

ありますが，乙れは乙れでひとつの考え方だと思いま

す。

レクリエーション研究というのは大変新しい分野で

あって，まだ乙れからいくらでも新しい研究の蓄積が

為されていくわけですから，私自身としては，あまり

乙ういうものをひとつの固定的な枠組みと考えるのは

いかがであろうかと患っております。

私は，大学では教育学を専攻しておりましたが，教

育学の体系については今だに記憶がございます。その

教育学の体系には次のような分け方がありました。そ

乙には「教育の目的論J.r対象論J.その対象に対して

どういう内容を教えるのかということで「学習内容論J.

その内容を対象に応じてどういうふうにカリキュラム

編成をし，指導してゆくのかという乙とで「教育編成

論J.r方法論J.そして「経営管理論」といった分け方

がありました。その後，さらに分化して経営管理の中

から測定評価の問題がひとつの領域として取り出され

たり，あるいは『教育財政論』といった本も出てきて

そういうものもひとつの新しい領域になって参りまし

た。乙の他にも社会教育とか社会体育という領域が発

展していくにつれて. r指導者論Jであるとか，ある

いは「施設論J.r組織論J.r教育計画論」といった領

域にまで発展してきでおります。乙ういった枠組みが，

レクリエーション研究にもなお当てはまり得るのでは

ないかと考えられます。

それと同時に.やはりもう一方で『既成の』と申し

ますか，レクリエーション研究と比較すればひとつの

学問領域としてきちんと体系化された歴史のある学問

研究の領域がありますが，そういった領域からレクリ

エーションだけに限定しないで， レジャー・レクリエ

ーションというものを研究していく方法もあります。
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そこには，哲学的・歴史的な研究法とか心理的な研究

法などがあります。また，レクリエーションは身体の

問題にも関連があるわけで，生理学的な研究法である

とか，教育学的な研究法もあります。さらには施設や

環境のととを問題iとすれば，造園学とか工学とかの研

究法もあります。また.経営学，あるいは財政学とい

うような歴史のある学問領域の研究方法を生かしなが

ら，人の余暇行動やレクリエーション活動について研

究をしていくという枠組みもあります。レクリエーシ

ョン研究は，乙ういった様々な領域からのアプローチ

を取り得るわけです。

私自身，従来の教育学研究の領域区分を横軸にとり，

今申しました諸学からの研究アプローチを縦軸にとっ

て，そのこつの枠組みの結び合わせで，乙れからの余

暇・レクリエーション研究が位置づけられていくとと

も可能ではないかと思っております。そうしろと言っ

ているわけではなしまあ，そういう考え方もあると

思って頂ければと思います。

それと同時IC，ζの余暇とかレクリエーションの研

究というものは日本だけでやっているわけではなし

やはり広く諸外国の乙ういった体系化の試みとか研究

領域区分についてもマナコを広くして眺めていく必要

があるのではなL、かと思います。

ひとつの御参考ですが，日本よりもレクリエーショ

ン研究の歴史が長く，かっ研究実績を持っているアメ

リカの例を紹介させて頂きます。アメリカでは「レク

リエーション学会Jといった名称ではなく，略して

rs PRE CSociety of Park and Recreation 

Educators ) J スプレー〕と言っておりますス

プレー"といえば，例のグッと押せば霧の出る"スプ

レー"もあります。乙れはひとつのおもしろい考え方

ではなL、かと思いますが，レクリエーションの発展を

考えるならば，すべての方々にレクリエーションとい

う霧をかぶって頂乙うという意味も一方にあるのでは

ないかと思っております。要するに，公園とレクリエ

ーションの領域とが一体化されているわけです。アメ

リカにも公園・レクリエーション教育を担当している

専門家の集まりがあり，その専門家の集団が，毎年，

研究発表を行なっています。

その学会では，第 1番目の研究発表の枠組みとして

研究方法論と統計を含めた研究領域があります。第

2が，余暇・レクリエーション行動における哲学的，

歴史的，文化的，経済的側面というものをひとつの枠

にくくっています。第3が，日本では施設とか環境と

言っておりますが，そういうものを全部含めて資源計

画とその管理という領域があります。第4が，余暇行

動における社会的側面についての領域ですo第5が，

特別な対象，たとえば高齢者や障害者に対してのレク

リエーションサービスやカウンセリングという領域が

あります。乙のカウンセリングというものは新しい領

域であり，レジャー・カウンセリングというようなと

とを担当する方々まで現われてきております。最後の

第6が，余暇サービスのプログラムとか指導方法とい

う領域があります。乙のような分類に基いて， 1984年

の大会では48題の発表がありました。御承知のように

アメリカは大変実際的な国ですので，実際的な発表を

いくつかの枠組みでくくっているので=はないかと思っ

ております。

もうひとつ，カナダの事例を紹介させて頂きたいと

思います。カナダでも日本のレクリエーション学会と

同じような学会があります。 1984年の5月7日から10

日まで3日間，第4回カナダ余暇研究会議という会が

開催されましたが，乙乙ではもう少し細かく 10の分類

をとっています。

カナダでもやはり方法論を相当厳密に検討している

ようで，第 1が，研究とその方法という領域になって

いて，ひとつの分科会を構成しています。日本には観

光学会というものが別にありますが，カナダの場合.

レクリエーションとツアーリズム(旅行)とは関連す

る領域が多いという乙とで，第21ζ観光旅行に関する

分科会が設けられています。第3が心理学および社会

心理学的研究，第4が経済とか余暇消費に関しての研

究領域，第5が社会学と人類学とを結びつけて社会学

および人類学的な研究，第6が生態学，地理学および

環境計画に関する研究，第7が経営およひ環境計画に

関する研究，第7が経営および計画，第8が地域社会

の開発・発展とレクリエーションという領域，第9が

余暇とスポーツといった領域です。カナダでは余暇と

スポーツというのはひとつの特別な領域に考えられて

います。最後の10番目がタイムスタディに関する調査

という領域ですが，日本では生活時間調査ときってい

る領域です。

カナダの学会は第4固という乙とでアメリカよりも

新しい学会であるだけに，カナダはカナダでまたおも

しろい考え方に基いて，つまりアメリカと比較するな

らばより幅の広い考え方に基いて様々な研究発表の枠
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組みを考えているようです。

余暇・レクリエーション研究は，まったく新しい研

究領域であり，乙れからどういった学問の領域を発展

させ，体系づけしていくかという課題を背負ったいわ

ば発展途上にある研究領域です。また同時iζ学際領域

と申しますか，いろいろな学問領域を含む総合的な研

究の領域です。乙ういった乙とを考慮するならば，レ

クリエーション研究はいろいろな枠組みを取り得るわ

けですので，あまり最初から枠組みを固定するのでは

なし柔軟性のある考え方で臨んで頂きたいと思いま

す。また，将来いろいろな新しい研究の発展があり得

るわけですので，将来に向かつてレクリエーション研

究の枠組みをどのような構成にしていったら良いのか

という乙とに関しては，学会員の皆様方それぞれの知

恵を出して頂きたいと思います。

柔軟性があり，なおかっ将来Ir向かつて発展を考え

られ得るような枠組みを考えると同時に，様々な学問

領域の方々も広く参加できるような学会に発展し得る

という乙とを考えたレクリエーション研究の体系化を

考えて頂きたいと思います。本学会の発足の経緯もあ

りますが，少なくとも乙の数年の間を見ましでも幅広

い学問領域の方々に入って頂いていると言える段階に

はありません。しかし，乙れからの日本の社会の変化.

そして余限時間の増加，レクリエーション行動の多様

化等を考えてみますと，やはり，余暇・レクリエーシ

ョン研究がさらに発展を遂げてし、かなければならない

と思いますので，幅広い領域の方々が学会に参加でき

る枠組みを考えて頂きたいと思います。

レクリエーション研究の発展という乙とに触れまし

たが，乙の鹿屋体育大学も社会体育およびレクリエー

ション指導者の養成という乙とで，まったく新しい試

みでなおかつ何もない，いわばo(ゼロ)の状態から

出発しているわけです。まだまだ建設途tで学生にと

っても教職員にとってもいろいろな面で不満足な点も

ありますが，乙の大学をどういうふうに発展させてい

くかというととについては我々教職員そして学生が一

丸となって乙の新しい大学を作り上げていかなければ

ならないと思います。乙の鹿屋体育大学ができて本当

に良かったと言われるように育つようレクリエーショ

ン学会員の方々からも.様々な角度から卒直な御意見，

あるいは御支援を賜りたいと存じます。




